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定価  683円（税込）ISBN978-4-86329-076-1 C0036

現代社会はどこに向かうか

見田宗介

この度、 創刊します。「 」

A5判・64頁  ISBN978-4-86329-076-1 C0036定価683円（税込）　【7月下旬刊】

〈著者の横顔〉  見田宗介 （みた・むねすけ）
1937年東京生まれ。社会学者。東京大学名誉教授。
主な著書に『現代日本の精神構造』（弘文堂）『現代社
会の理論』『社会学入門』（ともに岩波新書）『まなざ
しの地獄』（河出書房新社）など。また、真木悠介の筆
名で『気流の鳴る音』（筑摩書房）『時間の比較社会学』
『自我の起源』（ともに岩波現代文庫）など。2011年11
月から『定本見田宗介著作集』（岩波書店）を刊行中。

・目次から・

「転換期」ということばが登場して、もうどれくらい経つでしょうか。しかし、「近代」は暮れなずみながら、なお影を長く伸ばし、
来るべき新たな時代の姿は依然として定かではありません。そんな時代を、今を見つめ考える手がかりのひとつになれば、という
思いで福岡の地より小冊子「    　　　　　　　　　　　　」を刊行します。

現代社会はどこに向かうか
《生きるリアリティの崩壊と再生》

①

二つの無差別殺人事件／未来の喪失／縮小する

世代間ギャップ／「まなざしの不在」の地獄／

大爆発期としての近代／変曲点としての現代／

ＧＭの君臨と破綻／マーケットの無限化／大量

生産・大量消費・大量廃棄／フィクションの時

代／せめぎ合う二つのベクトル／征服から共存

へ／リアリティへの飢え／新たな時代に向けて

見田社会学のエッセンス、この一冊に。

◉今後の刊行予定：

◉今後、継続的に刊行していきますので、ぜひ関連書棚およびブックレットコーナーにて常時お取り扱いをお願いいたします。

「小倉紀蔵・講演録」「大澤真幸・講演録」他
（9月下旬予定）

《著者待望の講演録 ! 》

虚構の時代の果て、希望は見えたか

書籍仕入れご担当者　様【　　　　／人文・社会・ブックレットコーナー】

平素より、ご高配を賜り深く御礼申し上げます。
新刊の「FUKUOKA U ブックレット①現代社会はどこに向かうか」を７月下旬に発売
致します。ぜひ、関連コーナーにてご展開いただきますようご案内申し上げます。
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